自分を大切にするということ（中学校）：目標構造図
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　　　（凡例）①感性（１次）：「①」は指導の順路、「感性」は指導の観点が「感性を育む」、「（1次）」は学習活動が「1次」であることを示す。

愛することに関する身の回りの出来事を思い起こしておく　





愛することの喜びと大切さについて考える 





①感性（１次）怒りや悲しみ等の感情を自分で和らげられることに気づく





③感動（２次）日頃の自分自身の心の在り様を把握できる





⑥感動（２次）がんばっている自分に気づき、クラスの仲間たちの生活ぶりを思い出しながら、お互いのがんばりを認め合う 





④想像（２次）自分の素直な気持ちを表現することをとおして、コミュニケーションの大切さについて考えることができる





⑦感性（２次）自分が支えられ愛されてきたことに気づく





②想像（１次）プラスイメージを用いて、不安や緊張などのストレスを乗り越えることができる





⑤想像（２次）自分や友だちのいいところを想像し、互いに認め合い、共感的に理解できる





⑧感動（３次）ねこの気持ちの変化から、他者を愛する喜びの大切さに気づく 





人を愛し大切に思う気持ちから、自己の存在がかけがえのないものであることに気づく





他者を愛することの素晴らしさや愛する者と共に生きることの喜びを実感できる





社会の中で生きる自己の存在を実感し、自他を尊重した行動がとれるようになる
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